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4５

バレーボールのスパイク時のボールスピード

と体格の関係

第１報女子選手のスパイク・スピードと体格

森田茂男

AStudyonRelationshipbetweenSpike-SpeedofVolleyballandMorphologic

ValuesofFemaleSubjects．

Adgtruct

Theobjectofthisinvestigationistogivetheelucidationonrelationship

betweenspike-speedofvolleyballanddifferentfactorsofeverypartsonbodyfor

afemalesubjectsbelongingtovolleyballclub

TbispaperpresentsmainlyOnthecorrelationformorphologicvaluesof(1)
wholebody,(2)upperlimb,ａｎｄ(3)1owerlimbwithvolleyballspike-speed

１抄録 二宮は，（体育学研究，１４巻５号）基礎体力と

スパイク速度に関して，１６ｍｍカメラによるス

ピード測定をもとにして，腹筋力，背筋力に高

い相関を見出している。

本研究は,ﾃﾞｼﾀﾙ,タイマー(,｡完｡0秒
まで測定可能）を用い，ポールの初速と，身体

各部の形態的測定値との関係を考察した。

本研究は，女子バレーボール選手のスパイ

ク・スピードに，高い影響を持つ生理的形態的

因子の究明を目的としている。今回は，特に形

態的因子を，(1)上体，(2)上肢，(3)下肢各部につ

いて報告する。

２緒 言

３実験方法

バレーボールのデームにおけるスパイク・ス

ピ気ドの重要性は，サービスと並んで攻撃力の

１つをなす。しかし，サービスのポール，スピー

ドに比べ甚だ大きく，極めて高い得点力を有す

ることにある。

スパイク，スピードを増すためのトレーニン

グは多く行われており，また，その素材をなす

身体及び体重についても多くの選択がなされて

いる。しかし，身体のいずれの部分が，そのス

ピードにより多くの影響を持つかは，測定の困

難と相まって結論することは，極めてむづかし

いｏ

被験者は，金沢大学女子バレーボール選手７

名である。

実験方法は，ポールを上からつるし，腕を伸

ばして３０度前方へ傾けた位置にポールを固定

し，両脚の位置，及びスイングの大きさは自由

に，但し，ジャンプしないでポールをスパイク

するという条件のもので実施した。（写真参照）



金沢大学教育学部教科教育研究4６ 第８号昭和50年

角度を見出して初速を算点と打点から，方向

出した。（写真参照）
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測定方法４

ポールスピード初速測定器(竹井製)を使用し，

(10$00秒単位で測定)距離3mのﾎﾟｰﾙ到達
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S43文部省体育局その他

と上体の関係表２ スパイク・スピ

身長体遮１１句座高肩峰高肩峰幅

干均１６Ｊろ｣う５６８２つ８〕５９９８６１ラ７１２う７１う５１８ラ

ＬＩ７９〕６０６４４４０２６４１７８〕ｏ５５１

相関ｲｷﾞ数ＪうJ５０６１２０６２１０うう５０〕０２０４６８

表３スパイク・スピードと上肢の関係

全腕長指巾ｂ上腕長月｣腕囲前腕長手長

士６〕ＬＩ２１５７ラヴ７２５便1４２７２２２ワ７２，２う１Ｑ７２１６７１１ｑ５０〕
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オ目関係数０２口１）うう７０うう〕）６２５）０７５）７う０－０１８〕２１６

表学スパイク・スピードと下肢の関係

下腿囲 下腿長

２７．２８５２９．４２８平均卿？旧い851川…5.,ﾖ８４１．１４２

１．５１５ ０５６６２．９０３０６８７

相関係数’).５９７０．５９５－０１０．６２５０２８７０．２５６０２８７－０１’).５９７

表１被験者の形態的特性

被験者は一般女子に比べてみると，体格は，

はるかに優れてはいるが，日本一流の選手や，

日本の大学の一流選手に比べた場合には，相当

劣っている。一般的な観察では被験者たちは，

高等学校（し．－ポール選手の平均と大差ない体

格のように思われる。特に身長，胸囲，肩峰高，

腰幅，足長などでは一般女子と比べても余り差

がない。

表２スパイク・スピードと上体の関係

。

被験者 一般女子 被験者 －mj上女子

身長 160.4± L+､L}， 155.0と４．７９ 卜腕開 25.6ｔ２．う８ ２４．６士２．１０

体重 ５６．８土０．６４ 50.7ｔ５．４０ 前腕囲 23.２土１．３２ 2１．９

胸囲 8〕.,土Ｌｌ.８４ 92.6土L}.７６ 肩峰幅 〕5.2上０．５５ 〕4.2士１．１９

座高 86.2士２．６４ 9う.５士３．7４ 手長 １８．５と０．う０ 1６．６

指極 157.3士４．８２ １５〕.,±６．４２ ﾌﾞ｡】&囲 ５５．０土２．９０ 4８．７

肩峰高 128.4±１．７８ １２L+､９土Ｌｌ.７６ 下腿囲 う5.9土１．５１ ろう.８

上腕長 ２９．７土１．５７ 27.7±１．１４ 腰幅 27.ろ上０．う６ ２６．４±１．２２

前腕長 ２１．７±１．９３ 22.1±１.〕２ 足長 22.6±０．６８ ２２.〕

身長 体重 胸囲 座高 肩峰高 肩I傘幅

平均 １６Ｊ.〕5５ 5６．８２８ 83.５９９ 8６．１５７ １２３.〕7１ 〕5．１８５

sｏ， ４．７９〕 6.061＋ l+、３４０ ２．６４３ １．７８〕 ０．５５１

相関係数 0.〕0５ ０．６１２ ０．６２１ ０.ろう５ ０．３０２ ０．４６８

全腕長 指極 上腕囲ａ 上腕囲ｂ 上腕長 前腕囲 前腕長 手長

平均 6日､３４２ 157.〕5７ ２５.Ｅ１４ 2７．２２９ 2ワ.７２ウ 23.１９７ ２１．６７１ １９．５０つ

Ｓ・， ２．７５１ ４．．２８
￣

２.〕8２ 2.576 1．５７５ 1．う2２ 1．９３０ 〕.〕0３

相関係数 ０．２８１ ).うう７ ０.〕5０ ).６２５ ).０７５ ).７う０ -０．１８８ ).２１６

足長 大腿囲 大腿長 下腿囲 下腿長 腰幅

平均 2２．５７１ 51+･９８５ ４１．１４２ ● 9う８ 2９．４２８ 2７．２８５

８．， ０．６８７ ２．９０３ ２．２６１ 1．５１５ ).５う４ ０.〕6６

相関係数 ().５３７ ０．５９５ -０．１５８ ０．６２５ ０．２８７ ０．２５６
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身長との相関が低いのは，今回の実験がスタ

ンデング・ジャンプによるスパイクであったた

めで，バレーボールのネットの高さから考えて

６－番相関があるものと推察される。

体重,胸囲,肩峰幅の相関係数の高いことは，

この部分の発達した選手がスピードポールを打

つことを意味しておる。

表３スパイク・スピードと上肢の関係

前腕囲ｒ＝0.730,上腕囲ｂ（上腕囲ｂはちか

らこぶをつくった時）ｒ＝0.625と高い相関を

示している。腕節の強いものが有意であり，他

の上肢の部分，特に全腕長，上腕長，前腕長な

どの長かよりも太いもの，筋量のあるものが腕

の長さよりも相関が高いことに注目したい。

表４スパイク・スピードと下肢の関係

大腿囲・下腿囲と相関が高く，大腿長ｒ＝－

表１

0.168,下腿長ｒ＝0.287で示されるように，こ

こでも筋量（太さ）が長さよりも有意である。

即ち，下肢の太さものがスパイク・スピードが

ある。

今回の実験で測定した身体各部位相互の相関

度の高いものは次のとおりである

箙 1５８

次に，ポールスピードと各若

で示すと下記のとおりである。

ポールスピードと各部位との相関を図
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上腕囲ｂ （｡、）

上腕囲．前腕囲ｒ＝0.787

腰幅．肩峰巾ｒ＝0.637

肩峰幅．肩峰高ｒ＝0.767

足長．スピードｒ＝0.587
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大腿囲 （cｍｌ

６考察 （３）スパイク・スピードに適した体格

言い換えれば，スパイカー最適の体格は，上

肢の筋量のある者，即ち，前腕囲，上腕囲の発

達した者が適しており，長さよりも太さのほう

が優先しておる。

下肢においても，大腿長，下腿長といった長

さよりも筋量のある太さのほうが優位である。

（１）形態

一般女子との比較は表１で示すとおり，平均

で身長，体重，胸囲，坐高，指極，上腕囲，前

腕囲，上腕長，肩峰高，肩峰幅,手長,足長，大

腿囲，下腿囲，腰幅において優っている。バレ

ーボール協会科学技術研究部の梶高義昭の東京

高校女子ベスト４のチーム平均と比較すると，

高校よりも身長，胸囲において劣り，体重で優

っている。

（２）ポール・スピード

被験者のスパイクのポール・スピードはｒ＝

12.407±1.323ｍであった。朝比奈（東京医大）

が東京オリンピック選手のスパイク・スピード

を測定した結果との比較は次のとおりである。
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９ｍの距離に
至l｣達する時間

日本オリンピ
ツ ｸ女子選手

１７ｍ 0.53秒

金大女子選手 12.40ｍ ０７５秒


